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【緒 言】観血的処置では局所麻酔薬が必須であ
るが,yamazakiらは臨床 的に骨膜剥離下に水や
生理食塩水による注水下で局所麻酔薬の作用時間
が短縮することを報告 した。骨膜剥離注水により
何 らかの理由で顎骨内 リドカイン濃度が低下 して
いることが示唆 され,骨 膜剥離注水後の顎骨内 リ
ドカイン濃度の変化を検討 し,考察 を加えて報告
する。
【実験材料】実験動物:日 本白色ウサギ(日 本生
物材料。センター株式会社),平均体重3．Okg,雄,
13羽。飼育:奥 羽大学動物舎(約24℃恒温室ケー
ジ)飼 料:ウ サギ固形飼料MF(オリエンタル酵母
株式会社),水道水。
【方 法】小動物用全身麻酔器 を用いて,全 身麻
酔薬セボフル レンで気管切開後に気管内カニュー
レを挿 入。 その後,両 側下 顎骨骨 膜下 に2%
Lidocaine(1/80,000E)を定量式注射器で0.5ml注
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入 し,片 側のみ骨膜剥離 を行い生理食塩水で10
分間注水 した。兎殺後,両 側顎骨片を採取 し,骨
を破砕後,pH9．18ホウ酸塩0．01M液1mlに懸濁,
クロロホルム+メタノール(8:2)液5ml添加 し,
ポ リトロンにてホモジナイズし,遠心分離器を行
い,有 機 相3m1を減圧 乾 燥 固 定 した。 残 査 を
HPLC移動相に溶解 し高速液体クロマ トグラフに
てLidocaine濃度 を測定 した。統計処理はWilcoxon
t-testを用いて,有 意水準P<0.05とした。
【結 果】顎骨内リ ドカイン濃度 は非剥離群の平
均値1020.7μg/gに対 し,剥 離注水群 は平均値
650.3μg/gだった。剥離注水群の顎骨内 リドカ
イン濃度は低下 し,危険率4%未 満で,強 い有意
差を認めた。
【考察および結論】骨膜剥離注水 を行 うと顎骨内
リドカイン濃度が有意に低下した。理由として,
骨膜剥離下注水や骨膜剥離後の骨面からの出血で,
顎骨 内残留 リ ドカインがwashoutされたことが
明 らかになった。その結果,顎 骨における骨膜剥
離注水下の処置は局所麻酔効果が短 く,約4.3ml
注入 で約38分しか効果 が得 られ ない ことがわ
かった。臨床応用として,教 科書では操作に関係
なく,2%Lidocaine(1/80,000E)の作用時間は60
分 と記載 されているが,骨 膜剥離操作では短縮 さ
れるため,短 時間で終了させることが必要であり,
40分以上 を要す る場合,伝 達麻 酔や全身麻酔 を
適応する。
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